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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

７ 温室効果ガス 
 福生市では、市の事務事業に伴って排出される温室効果ガスを把握し削減目標を設定してい

ます。また目標達成に向けて、環境マネジメントシステム「LAS-E」の運営や、設備の省エネルギ

ー化・新エネルギー導入を実施しています。 

 各年の状況については、平成 16 年には開庁時間の拡大（水曜 20 時まで、土曜日開庁）が本格

始動し、平成 20 年度には新庁舎が建ち排出量も増加しました（平成 19 年度は本庁舎の建て替え

により事業所の面積が一時的に小さくなったため、排出量は減りました）。平成 20 年 11 月から「Ｌ

ＡＳ-E」の運用が始まり、省エネ行動を促進した結果、平成 21 年度には平成 20 年度の 2.5％減と

なりました。しかし、平成 22 年度は、猛暑日による空調利用などにより排出量が大幅な増加となり

ました。平成 23 年度は省エネ行動に加え、平成 23 年 3 月 11 日発生の東日本大震災に伴う、時

間外開庁の縮小などにより、大幅な減少となりました。平成 24 年度も時間外開庁は縮小したまま

試行実施となっておりますが、その他の通常業務は平成22年度ベースとなっている中で、平成22

年度から比較すると大幅な削減となっており、「ＬＡＳ-Ｅ」での取り組みに加え、東日本大震災の影

響によりエネルギーの削減に対する意識から日常の業務においての環境配慮行動が、エネルギ

ーの削減（温室効果ガスの削減）に繋がっていると考えられます。 

項目名 温室効果ガス総排出量 

目標値 2,906,316kg-CO2 

（平成 15 年を基準として 20.35％削減） 

いつまで 平成 26 年 

結果 ＜温室効果ガス総排出量の推移＞ 

 

備考 ① 平成 21 年度までの数値は第 2 次福生市地球温暖化対策実行計画第３章の数値を掲載して

います。 

② 排出量の内訳において平成 19 年度まではカーエアコンの使用台数による温室効果ガス発

生量を算入していましたが、平成 20 年度からはより実情に即した数値とするため、走行距離

により算定を行っております。 

③ 基準年である平成 15 年度の数値を②により算出すると 3,648,859kg-CO2/年となります。 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

２ 環境事業の紹介 

 福生市環境基本計画実行計画で設定した事業の中から、次の 41 事業について紹

介しています。市民参加型の事業もたくさんありますので、ご興味のある事業があり

ましたら是非参加してみてください。 
 

事業 

番号 
事業名 

事業 

番号 
事業名 

1 雨水貯留槽設置助成事業 22  夏休み自然体験教室 

2 学習指導市民講師 23 廃棄物減量監視事業 

3 カワラノギク保全活動 24 廃棄物減量等推進員 

4 環境学習教員研修 25 廃棄物減量等推進審議会 

5 環境審議会 26 
花いっぱい運動 

福生スクラム・マイナス 50%協議会事業 

6 かんきょう通信 27 花いっぱい運動（国道 16 号・やなぎ通り） 

7 環境マネジメントシステム LAS-E 28 ふっさ環境フェスティバル 

8 喫煙マナーアップキャンペーン 29 
ふっさキャンドルナイト 

福生スクラム・マイナス 50%協議会事業 

9 熊川分水に親しむ会 30 福生スクラム・マイナス 50%協議会 

10 公園ボランティア 31 福生まちなか涼み処・温み処 

11 ごみ処理施設見学会 32 福生水辺の楽校 「多摩川サポーターズ」 

12 
コンポストによる生ごみ等の堆肥化と食育

講座等への活用 
33 福生水辺の楽校 「多摩川で遊ぼう！」 

13 次世代モビリティ活用モデル事業 34 福生水辺の楽校 ヤマメの卵配付事業 

14 市民環境大学 35 
ふっさライトダウンキャンペーン 

福生スクラム・マイナス 50%協議会事業 

15 市民農園 36 萌芽更新 

16 清潔で美しいまちづくり事業 37 保存樹林地等奨励金交付事業 

17 清掃だより発行 38 ボランティア・サポート・プログラム 

18 多摩川河川清掃 39 まちづくり景観推進連絡会 

19 玉川上水遊歩道を考える会 40 
みどりのカーテン大作戦 

福生スクラム・マイナス 50％協議会事業 

20 
地域猫モデル地区における猫の去勢・ 

不妊手術費助成事業・福生地域ネコの会 
41 理科支援員配置事業 

21 地球温暖化対策設備普及事業   
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

 

事業名 雨水貯留槽設置助成事業 

事業番号 1 

開始時期 平成 22 年 4 月 

事業のスタイル 助成事業 

構成メンバー 担当：施設課 

事業の内容 【雨水貯留槽】 

 市街化が進み地表がコンクリートやアスファ

ルトで覆われたことから、雨水は地表を流れ都

市型水害の発生、また地下水涵養（カンヨウ）

の妨げとなることから、当市では都市型水害の

一因と考えられる。雨水流出の観点に立ち、市

内の戸建住宅及び集合住宅の屋根に降った雨

水を雨樋（アマドイ）から貯留するタンクの設置

に対する助成金交付の制度を設けておりま

す。 

本体価格の 3 分の 2、1 基につき 5 万円を上限に助成します。 

庭の草木への水やりや防火用水の備蓄、また災害時のトイレの水の確保など

に役立ちます。 

 

22 年度 設置数 12 基 

23 年度 設置数 16 基 

24 年度 設置数 11 基 

 

※雨水貯留施設（浸透ます）設置工事費助成制度もあります。 

詳細について 

 

福生市役所都市建設部施設課下水道グループへ 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 学習指導市民講師 

事業番号 2 

開始時期  

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 市民・NPO 法人                      担当：教育委員会指導室 

事業の内容 「学習指導市民講師」は、小・中学校の「総合的な学習の時間」などにおい

て、専門的な知識を持った地域の方に、児童･生徒への学習指導の講師を依

頼する事業です。平成 24 年度は、環境や福祉に関する内容等で、32 名の講

師で 74 回実施しました。 

そのうち、環境に関する指導内容は次のとおりです。 

 

○生活科・総合的な学習の時間 

  ・多摩川の野鳥や植物観察 

  全 1 回 

  ・身近な花や昆虫や鳥の様子（春） 

  全 1 回 

  ・多摩川の水生生物観察 

  全 2 回 

  ・夏のかに坂公園の観察 

  全 1 回 

  ・秋のかに坂公園の観察 

  全 1 回 

  ・多摩川に生息する魚の調査 

  全 1 回 

  ・地域の自然観察についての観察指導 

  全 10 回 

 ・春先の花を知る。株苗(芝桜)の植栽と栽培の仕方を知る。 

   全 1 回  
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 カワラノギク保全活動 

事業番号 3 

開始時期 平成 22 年 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 市民、研究者、福生市、河川管理者、NPO 法人自然環境アカデミー 

担当：環境課   

事業の内容 カワラノギクプロジェクト 

多摩川に残された最後の生育地において、市民、研究者、行政が一緒になって取り組ん

でいる保全活動です。その目的は、多摩川流域における多様な自然生態系の保全・復元を

目指し、特に、かつては河原の自然を代表する植物であった絶滅危惧種のカワラノギクを

保全・復元することとしています。将来的には、人の助けがなくてもカワラノギクが存続でき

るようになることを願い、絶滅回避のための作業を行っています。 

 
 
 
 

 

 

 

平成２４年度の活動  

活動日 内容 

6 月 24 日（日） 実生調査 

7 月 8 日（日） 夏の除草作業 

9 月 30 日（日） 秋の除草作業 

10 月 28 日（日） 開花個体数調査 

12 月 23 日（日） 種子採取 

 

 

 

 

 

詳細について 

 

環境課までお問い合わせください。 

 

 
 

ＮＰＯ法人（事務局） 

市民 
カワラノギクの保全・復元を

めざす多摩川市民の会 

河川管理者 
国土交通省関東地方整

備局京浜河川事務所 

流域自治体 
 

福生市 

研究者 
 

明治大学 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 環境学習教員研修 

事業番号 4 

開始時期 平成 16 年度 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 市民、福生市、ＮＰＯ法人                        担当：環境課 

事業の内容 教員歴 1 年目、2 年目の教員、環境教育に関心のある教員を対象とした環

境学習の研修を実施しました。 

教員が福生市の自然と環境について学ぶことで、子どもたちへの環境学習を

促進します。 

 

平成 24 年度研修内容・参加者 

第 1 回 「フィールドで学ぶ」     15 人 

       水質調査、生物調査、川の安全学習 

第 2 回 「福生の水と緑を歩く」  16 人 

       玉川上水にかかる新堀橋付近から田村分水、湧き水、熊川分水、

みずくらいど公園など福生の水と緑について、徒歩で学習する。 

 

 

 

   

     ＜フィールドで学ぶ＞         ＜福生の水と緑を歩く＞ 

詳細について 環境課、教育委員会指導室 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 環境審議会 

事業番号 5 

開始時期 平成 15 年 4 月 1 日 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 市民、事業者、学識経験者                       担当：環境課 

事業の内容 福生市環境審議会は、福生市環境基本条例に基づき設置された組織で

す。市から委嘱された市民、事業者、学識経験者ら 10 名が、市の環境保全

等に関する施策を推進する上で必要な事項を調査・審議するとともに市の環

境政策について専門的な立場から、評価・指導を行っています。 

福生市環境基本計画に関しては、各年度における実行計画の進捗状況に

ついて、その内容を審議されています。 

平成 24 年度は 11 月 19 日（月）に実行計画について審議し、その後「まち

なかおもてなしステーション くるみる ふっさ」を視察しました。 

【環境審議会の様子】 

 

 【名簿】(敬省略) 

☆祖父江 重夫 市民の代表 山 下 真 一 事業者 

杉 森   侑 市民の代表 ★小 倉 紀 雄 学識経験者 

横 田 君 子 市民の代表 畠 瀬 頼 子 学識経験者 

森 杉 真 美 市民の代表 千 葉 保 彦 学識経験者 

田 村 半十郎 事業者 野 村   亮 学識経験者 

★会長 ☆副会長                           

詳細について 

 

環境課環境係へ 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 かんきょう通信 

事業番号 6 

開始時期 平成 14 年 10 月 15 日 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 環境情報プロジェクト（市民会議）                   担当：環境課 

事業の内容 市民参加による環境情報プロジェクトにより市民の環境に対する意識啓発

とＰＲを図るため年 2 回発行しました。 

【活動】 

かんきょう通信編集会議を開催し、記事の作成、レイアウト等、よりよい｢か

んきょう通信」を皆さんにお届けできるよう、また、環境について関心をもって

いただけるよう活動しています。 

【配布方法】 

市の広報と抱き合わせで全戸配布します。 

 

平成 24 年 6 月 32 号発行  

  内容 10 回ふっさ環境フェスティバル 

     エコな人 in 福生 

     多摩工業高等学校 エコアクション 21 の取組み 

 

平成 25 年 2 月 33 号発行 

  内容 サイクルシェアリング 

     福生市環境マネジメントシステム（LAS-E）市民監査委員の紹介 

     猫の飼い主のマナー、動物愛護法改正 

詳細について 

 

「かんきょう通信」の編集に携わっていただける市民の方を募集しています。 

環境課環境係まで御連絡ください。 

 

53



                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 環境マネジメントシステムＬＡＳ－Ｅ 

事業番号 7 

開始時期 平成 20 年 11 月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 福生市、市民、事業者、学識経験者                 担当：環境課 

事業の内容 「環境マネジメントシステム」とは企

業や自治体といった組織が、環境に

影響を及ぼす側面を特定し、環境配

慮の方針や計画を立て(Plan)、その実

現に向けて環境配慮行動を実行し

(Do）、その達成度を点検し(Check）、

見直し・改善する（Action）という一連

のサイクルのことです。 

福生市は、平成 20 年度から LAS-E（ラス・イー）という環境マネジメントシス

テムを運用しており、学校や指定管理施設を含む市のすべての施設におい

て、市長以下教職員を含む全職員が、節電や省資源など具体的に数値目標

を掲げて、日々環境に配慮した取り組みを実践しています。 

市の取り組みの状況や成果については、市民や事業者により監査が行わ

れます。平成 24 年度は 1 月 22 日から 24 日の 3 日間に渡り監査を行い、Ｌ

ＡＳ－Ｅ規格の第 2 ステージ第 1 ステップに合格しました。 

＝監査の様子＝ 

  【各部署の監査】             【監査後の監査委員ミーティング】 

      

詳細について 市民監査委員の任期は 2 年間。環境に関連する市民活動団体や事業者から

選出してもらうほか、一般公募により参加していただいています。平成 24 年 8

月から新たに市民監査委員が委嘱され、市の環境配慮行動に協力いただく

こととなりました。 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 喫煙マナーアップキャンペーン  

事業番号 8 

開始時期 平成 16 年度 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー たばこ組合、商店街、福生市                       担当：環境課                            

事業の内容 「タバコのポイ捨て」や「歩きタバコ」が社会問題となっています。吸い殻のポ

イ捨てはまちを汚す原因の一つです。一方、歩きタバコは、喫煙者本人が気付

かないうちに、他人の服や持ち物を焦がす、他人にやけどを負わせる、子ども

の顔にタバコの火種が当たるなど、周りの人に被害を及ぼす可能性がありま

す。さらに、歩行時は安静時に比べて呼吸が深く、肺の奥にまで煙が達するの

で、健康面でも問題があります。 

こうした迷惑行為に対して、喫煙者のマナーの向上が何より重要という考え

の下、「喫煙マナーアップキャンペーン」を実施しています。 

平成 24 年度は 11 月 1 日から 14 日まで、福生駅自由通路・牛浜駅東口公園

内にのぼり旗を掲げました。 

 

   

詳細について 環境課まで 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 熊川分水に親しむ会 

事業番号 9 

開始時期 平成 16 年 2 月 4 日 

事業のスタイル 市民によるボランティア事業  

構成メンバー 市民及び学識経験者                    

事業の内容 【熊川分水に親しむ会とは】福生の自然や景観及び文化、歴史の維持、

保全、継承を目的とした活動を行う団体です。 

熊川分水は、東京の武蔵野台地に設けられた 35 番目の分水です。分水

の長さ、2,075m の大部分は私有地を流れていますが、宅地化、住宅化が進

み、暗渠が増え、現在は約 35％以上が暗渠になっています。かつては水車

による動力源や灌漑用水、飲料水や生活用水として大きな役割を果たして

来ました。熊川分水の現況は緑とせせらぎの自然豊かな憩いの場となって

います。特に分水は玉石を用いた空石積み（コンクリートなどの詰め物がな

い石積み）で歴史的価値ある石積みです。先人の技能の高さを証明してい

ます。全国的にも玉石積みの用水は今では少なくなり、積める職人も少なく

なっています。この先人の残した文化財的価値ある福生市の遺産を次世代

に引き継ぐように、市民の皆さんと共に保存に取り組む活動をしております。 

主な活動としては、歴史や知識を深めるため、定期的に講師を招いての

会員及び市民向けの講演会を公民館と共同で開催しています。各地の用水

や分水の観察、見学会、こどもを対象とした夏休みイベント等分水保全のた

めの働きかけを行っています。現在は活動範囲を福生の分水、湧水までと幅

広く活動を広げています。 

 

～24 年度の主な活動一覧～ 

●総会：講演会 9 月 8 日（土）  清掃の様子 

●熊川分水、殿が谷分水ウォーク         

●市長及びまちづくり計画課・施設課との懇談 

●協働事業：熊川分水、南公園ビオトープ整備と清掃、水量調整 

①夏休みこども探検隊 （森田製糸跡）－水路と周辺の生き物たち 

   ②伝地頭井戸、上車水車跡の整備協力 

● ①景観推進連絡会参加、景観フォーラム参加 

②公民館白梅分館白梅まつり 展示・写真 

      ③環境フォーラム まちづくり計画課のブースにパネル展示 

詳細について 

 

分水や湧水の保全および自然景観の維持の考えに賛同し、活動に参加いた

だける方々を広く求めています。 

●入会：福生市在住、在勤者および学識経験者 ●会費有（入会時 1000 円） 

●連絡先：会事務局 会長 黒沢吉信 ＴＥＬ＆ＦＡＸ：042－552-3340 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 公園ボランティア 

事業番号 10 

開始時期 平成 16 年 4 月 

事業のスタイル 協働事業（市民ボランティア） 

構成メンバー 市民ボランティア、福生市               担当：施設課公園グループ 

事業の内容 公園ボランティア 

市では平成 16 年 4 月から、市民の皆さんとの協働により公園ボランティ

ア事業を実施しています。 

主な活動内容は花壇の手入れや除草、公園での清掃などです。現在登

録されている方は花や緑が好きな方、公園が好きな方です。 

公園ボランティア活動状況     

平成 24 年度は 32 の公園で 347 

人 7 団体の方が活動しています。       活動の様子 

市内には 74 の公園や児童遊園 

緑地があり、近所の公園やお気 

に入りの公園で都合の良い時間 

に活動することができます。 

 
   
 
   
 

詳細について 公園ボランティアの登録をしていただきます。施設課公園グループまで御連

絡ください。申し出の書式は、担当課または市のホームページにあります。 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 ごみ処理施設見学会 

事業番号 11 

開始時期 昭和 52 年 6 月 25 日 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 市内在住の小学生と保護者 ・市民                     担当：環境課 

事業の内容 ◎ 夏休み・親子施設見学会を開催しました。 

家庭から出されたごみがどのように処理されているのか、最終処分場 

（日の出町二ツ塚廃棄物広域処分場）を見学しました。 

 平成 24 年 8 月 16 日（木） 

見学場所 日の出町二ツ塚廃棄物広域処分場（最終処分場）及びエコ 

      セメント化施設  

参 加 者 市内在住の小学生と保護者 17 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細について 市報、清掃だより等に見学会開催について掲載しますので、お申し込みください。 

詳しくは環境課ごみ対策係へ 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 コンポストによる生ごみ等の堆肥化と食育講座等への活用 

事業番号 12 

開始時期 平成 20 年度 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 地域住民、食育講座に参加する市民、公民館白梅分館 

事業の内容 【コンポストによる堆肥作り】 

公民館白梅分館ではコンポスト4基を設置し、生ゴミ等の堆肥化を行ってい

ます。 

学童クラブ「たんぽぽクラブ」、白梅分館で発生する生ごみや落ち葉等のほ

か、近隣の住民や利用者等に家庭で出る生ごみを持ち込んでいただいてい

ます。 

身近なところから生ごみの減量と資源化を目指し、環境意識を高めていま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

【食育講座等への活用】 

  できあがった堆肥は、白梅分館裏庭の小さな畑を使った食育講座（親子食

育講座や大人のための食育講座）の実践に役立てているほか、白梅分館の

花木や緑のカーテンのためのゴーヤ栽培の肥料として活用しています。 

  食育講座では堆肥を使った土づくりから収穫までの農作業体験を通して、

食と環境とのかかわりについて学習を深めています。 

 

詳細について 

 

生ごみの持ち込みはいつでもどうぞ。 

食育講座の参加者募集は広報ふっさに掲載します。詳しくは公民館白梅分

館にお問い合わせください。公民館白梅分館 042-553-3454 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 次世代モビリティ活用モデル事業 

事業番号 13 

開始時期 平成 23 年度 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 担当課：環境課 

事業の内容 移動のためのアイテムとして、電動アシスト自転車・ 電気自動車を“次世代

モビリティ”として貸し出すシステムをつくり、化石燃料を使った自動車利用を

抑制して温室効果ガスを削減し、環境にやさしいまちづくりを図ります。 

平成24年度は利用の促進、事業のＰＲを進めるため、次の事項を重点的に行

いました。 

【カーシェアリング】法人会員の促進（1 件→4 件） 

【サイクルシェアリング】イメージキャラクターと愛称の公募、料金改定 

  

 

（料金改定内容）                            (H24.9.1 改定) 

 種別 改定後 改定前 備考 

サイクル

シ ェ ア リ

ング会員 

登録料・会費 無料 無料  

３時間まで 50 円/15 分 

100 円/15 分 

借りて最初の

30 分は無料 ６時間まで 500 円 

９時間まで 1,000 円 

12 時間まで 2,000 円 

24 時間まで 3,500 円 

一時 

利用 

３時間まで 500 円 1000 円 くるみるふっさ

で受付 延長料金 50 円/15 分 400 円/60 分 

 

【CO2 削減量（※）】 

カーシェアリング：5475.4kg-CO２ 

サイクルシェアリング：3862.7 kg-CO２ 

合計：9338.1kg-CO２ 

※カーシェアリングは走行距離、サイクルシェアリングは貸出時間から走行距

離を算出し、ガソリン車で走行した場合との比較による削減量 

詳細について 

 

お 問 合 せ は 、 「 ま ち な か お も て な し ス テ ー シ ョ ン  く る み る ふ っ さ 」

（042-530-2341）へ。 

 

平成 24 年 7 月 1 日から 7 月 31 日に全国か

らサイクルシェアリングのイメージキャラクター

を募集し、応募者数 77 名、応募総数 85 件をい

ただき、第 62 回福生七夕まつり期間中の投票

の結果、イメージキャラクター「こぐまる」が誕生

しました。 イメージキャラクター 

「こぐまる」 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 市民環境大学  

事業番号 14 

開始時期 平成 16 年度 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー ＮＰＯ法人自然環境アカデミー、福生市              担当：環境課 

事業の内容 福生市の環境保全等に関する施策を総合的かつ計画的に推進するため

の福生市環境基本計画に基づき、市民が環境問題を学習するための機会

として開催しています。平成 24 年度も引き続き「ふっさ ECO カフェ」と称し、

環境への負荷が少ない持続可能な暮らし方を考えるきっかけ作りを意識

し、市内の畑でのダイズ栽培を主軸に置きながら、自然を感じ気軽に楽しめ

る手仕事を盛り込んだ内容で実施しました。また、平成 24 年度は子育て世

代の参加を重点的に推進するため、託児体制を整えました。 

本講座の他に、土寄せ、除草、枝豆収穫、ダイズ収穫等の臨時作業を 5 回

実施しました。 

参加者  大人 23 人  子ども 17 人  計 40 人 

平成 24 年度プログラム 

第1回  ダイズ種まき 

第2回  ダイズ定植 

第3回 クラフトアート（蔓でかごを編む） 

第4回  保存食作り(干しいも、大根の醤油漬け、白菜漬け) 

第5回  ダイズ脱穀 

第6回  豆腐、味噌作り 

 

  

      ＜豆腐、味噌作り＞            ＜ダイズ定植＞  

詳細について 

 

無料にて参加できます。 

広報および市のホームページ、ポスター、チラシにてお知らせしています。 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 市民農園 

事業番号 15 

開始時期  

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 市民農園使用者協力会員・福生市        担当：シティセールス推進課 

事業の内容 市内に 7 か所（熊川東、福生加美、熊川武蔵野、熊川武蔵野第二、熊川牛

浜、南田園、南田園第二）の市民農園を設置し、1 区画約 10 ㎡の菜園を利用

していただいています。 

貸出期間は 2 年間、費用(協力会費)は 2,000 円（水道料金・維持管理費な

ど）です。 

家族で野菜作りを楽しむ場になっているほか、環境を潤す「みどり」を提供

しています。 

農園の管理は市民農園使用者協力会と、事務局のシティセールス推進課

との協働で行われています。 

 

 

 

 

詳細について 

 

毎年 1 月の「広報ふっさ」で使用者を募集します。使用を希望される方はご参

照いただき、お申込みください。 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 清潔で美しいまちづくり事業 

事業番号 16 

開始時期 平成 23 年 4 月 1 日 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 市委託事業                                 担当：環境課 

事業の内容  福生市清潔で美しいまちづくり条例により、ポイ捨て及び犬のふんの放置の

防止並びに路上喫煙等の規制のため、看板等条例周知用物品の設置、イベ

ント及びパトロールの実施等、市民への条例の周知・啓発を行い、市民の快

適な生活環境の確保を図りました。 

 また、JR 各駅（福生、牛浜、拝島、東福生、熊川）周辺を「清潔で美しいまち

づくり重点区域」として指定しました。 

 

  条例周知用物品の設置 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   パトロールの実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細について 

 

 

 

詳しくは環境課ごみ対策係へ 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 清掃だより発行 

事業番号 17 

開始時期 昭和 52 年 6 月 25 日 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 担当：環境課 

事業の内容 環境美化に対する市民意識の高揚を図り、清潔な環境の形成に努めてい

くことを目的に、清掃だより（もっとクリーン）年 2 回発行し市民に配布いたしま

した。 

5/15 号、3/15 号、各 4 頁発行 

配布委託先 シルバー人材センター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            3/15 号 

詳細について 詳しくは環境課ごみ対策係へ 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 多摩川河川清掃 

事業番号 18 

開始時期 平成 15 年 5 月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 国土交通省、地元企業、ガールスカウト、一般市民、福生市 

担当：施設課公園グループ 

事業の内容 【多摩川河川清掃】 

 国土交通省の「多摩川クリーン作戦」の一環として、毎年春の環境フェステ

バルに合わせて、地元企業や市民の皆さんと協働して多摩川の河川清掃を

実施しております。 

                           清掃の様子 

                       

  平成 24 年度は 6 月 3 日の日曜日に多摩川中央公園を中心に実施し市民

の方など、約 76 名のご協力をいただき、多摩川河川の清掃をいたしました。 

それにより、投棄自転車、空缶、ビンなど 110ｋｇのゴミを回収しました。 

  

      回収されたゴミ 

詳細について 

 

市の広報にてお知らせいたします。申し込みは不要ですので、当日、直接集

合場所へおいでください。 

 

65



                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 玉川上水遊歩道を考える会 

事業番号 19 

開始時期 平成 16 年 2 月 26 日 

事業のスタイル 市民によるボランティア事業 

構成メンバー 関心のある方                        

事業の内容 【玉川上水遊歩道を考える会とは】 

玉川上水は、江戸時代の急激な人口増加に伴う飲料水の不足に対応す

るため、多摩川を水源とする上水として開設されました。 

福生市内を流れる玉川上水は、約 4.3 ㎞です。このうち、宮本橋から水喰

土公園に至る約 2.1 ㎞の区間に上水沿い遊歩道がありません。 

 ここに連続した緑ゆたかな遊歩道を整備することは、これからの福生のま

ち環境の向上、多摩地区から都心に至る「貴重な連続した水と緑の帯」形成

にとって必要不可欠の大きな条件であると考えます。 

その志を一つにする福生市民の有志が立ち上げた会です。 

～24 年度の主な活動一覧～ 

6 月 20 日 「都市建設部との勉強会・連絡会」を実施。 

7 月 7・8 日 「第 14 回本館まつり」展示部門に参加。 

  9 月 2 日 「玉川上水観察ウォーク①」を実施、11 名参加。 

   9 月 16 日 「まちづくり景観推進連絡会 市内まち歩き」 参加。 

  10 月 7 日 「玉川上水観察ウォーク②」を実施、12 名参加。 
11 月 4 日 「玉川上水観察ウォーク③」を実施、 18 名参加。 

12 月 2 日 「玉川上水観察ウォーク④」を実施、13 名参加。 

12 月 19 日「第 20 回玉川上水緑の保全事業都・区市連絡協議会」に参加。 

平成 25 年 2 月 5 日 「都市建設部との勉強会・連絡会」を実施。 

平成 25 年 3 月 17 日 「第 8 回景観フォーラム」に参加。 

詳細について 私たちの考えに賛同いただけ、関心のある方々を広く求めています。 

●入会資格：老若男女（居住地の如何を問いません。） 

●会費有（年間 1000 円） 

●連絡先：会事務局 会長 松尾輝昭 ＴＥＬ＆ＦＡＸ：042-553-2163 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 地域猫モデル地区における猫の去勢・不妊手術費助成事業・福生地域ネコの会 

事業番号 20 

開始時期 平成 18 年 4 月 1 日 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 福生地域ネコの会、町会ボランティア、福生市         担当：環境課 

事業の内容 地域猫は飼い主のいない猫から起こるいろいろなトラブルを地域の問題と

してとらえ、町会、行政、ボランティアの協働事業で解決しようとするしくみで

す。地域住民の合意を前提にエサ場周辺のフン等の清掃や不妊去勢手術を

しながら、地域で飼育管理し、猫の数をコントロールし、人と猫の共生をめざし

ます。 

平成 16 年度、市民会議「人と動物の共生会議」が「猫問題に関する提言

書」を市長へ提出。この提言に基づき、「福生市地域猫モデル地区における

猫の去勢・不妊手術費助成事業」が、平成 18 年度より制度化されました。平

成 24 年度は 10 地区で 77 頭（オス 38 頭・メス 39 頭）の手術を実施しました。 

■福生地域ネコの会 

「地域猫を考える市民会議」が母体となり、平成 18 年 4 月「福生地域ネコの

会」が結成されました。平成 24 年度は定例会議等を 13 回開催。飼い主のい

ない猫の去勢・不妊手術費及び治療費等を確保するため、バザーへの出店

を積極的に行いました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

             【ふっさ桜まつりバザーへ出店】         

 

詳細について 福生地域ネコの会では会員を募集しています。お気軽にご参加ください。ま

た、猫の不妊去勢手術の募金も受け付けています。問合せ 環境課へ 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 地球温暖化対策設備普及事業 

事業番号 21 

開始時期 平成 21 年 

事業のスタイル 補助事業 

担当課 環境課 

事業の内容 地球温暖化対策を推進するため、住宅用省エネルギー設備及び新エネル

ギー設備を設置した市民に対して、その経費の一部を助成する制度で、平成

21 年度から運用が始まりました。平成 23 年度までは東京都の補助金を活用

していましたが、平成 24 年度は東京都の補助金が終了したため予算総額と

しては平成 23 年度の半額となる 400 万円での事業実施となりました。その一

方で、市の独自予算となったことから都への報告がなくなり、設備設置期間を

年度末までとし、設備設置日による助成対象の機会拡大となり、環境へ配慮

する意識をより向上させていただくとともに、二酸化炭素排出量の削減を図り

ました。 

 

【平成 24 年度の助成実績】 

助成額合計 4,000,000 円 

助成設備数 53 設備 

■助成対象設備と助成件数 

 対象設備 24 年度総助成額(円) 助成件数（件） 

1 太陽光発電システム 3,210,000 24 

2 太陽熱利用システム 0 0 

3 潜熱回収型ガス給湯器 440,000 22 

4 ガス発電給湯器 0 0 

5 燃料電池 0 0 

6 CO2 冷媒ヒートポンプ給

湯器 
350,000 

7 

7 ペレットストーブ 0 0 
 

詳細について 

 

詳しくは環境課環境係へお問い合わせください。 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 夏休み自然体験教室 

事業番号 22 

開始時期 平成 15 年度 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 講師、看護師、自然体験教室参加者（小学 4 年生～6 年生） 、 

公民館本館職員 

事業の内容 【夏休み自然体験教室とは】 

夏休み期間を利用し、学校や学年の異なる子どもたちの仲間づくりや、緑

豊かな自然の中でのキャンプ体験を通して、自らが考えて行動することの大

切さや充実感、達成感を獲得することを目的としています。 

【平成 24 年度 夏休み自然体験教室について】 

子どもたちが身近な自然の中で過ごす楽しさや発見することの喜びを感じら

れるよう、次の内容で教室を実施しました。緑豊かな奥多摩でのキャンプで

は、野外料理や登山などを行いました。 

●実施期間 

平成 24 年 8 月 7 日（火）・8 日（水）・9 日（木） 

8 月 21 日（火）、8 月 22 日（水）～24 日(金)・9 月 1 日（土）  

原則として、午前 10 時～午後 4 時 全 6 回 

●教室の内容 

第１回 「キャンプの基礎知識を学ぼう。野外調理にチャレンジ」（8 月 7 日：火） 

第２回 「草花丘陵を散策しよう」（8 月 8 日：水） 

第３回 「滝山城址を探検しよう」（8 月 9 日：木） 

第４回 「キャンプの準備をしよう」（8 月 21 日：火） 

第５回 「奥多摩へキャンプに行こう」（8 月 22 日：水～24 日：金） 

     キャンプ場：奥多摩湖畔公園 山のふるさと村（2 泊 3 日） 

第６回 「夏休み自然体験教室を振り返ろう」 （9 月 1 日：土） 

 

 

 

 

 

 

 

参加するには？ 

 

市内の小学校 4 年生から 6 年生までが対象となります。野外料理実習やキャ

ンプに伴う費用については一部（食材費や保険料・交通費等）実費となりま

す。詳しい内容については、広報及び市のホームページでお知らせします。 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 廃棄物減量監視事業 

事業番号 23 

開始時期 平成 12 年１月 4 日 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 市委託事業（福生市シルバー人材センター）                担当：環境課 

事業の内容 廃棄物減量監視事業  

分別指導等によりごみ減量及びリサイクルの徹底並びに不法投棄及び散乱ごみ

の防止を行うため、廃棄物減量監視員による監視事業を行いました。 

 

監視作業の様子     

        

 

 

 

 

 

 

 

 不法投棄ごみ 

                           

 

 

 

 

        

詳細について 

 

詳しくは環境課ごみ対策係へ 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 廃棄物減量等推進員 

事業番号 24 

開始時期 平成 5 年 7 月 1 日 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 市民代表 43 人                                  担当：環境課 

事業の内容 一般廃棄物の適正な処理及びごみ減量のため、市の施策への協力その他の活

動を行なっていただくよう、福生市廃棄物減量等推進員として市長が委嘱いたしま

す。 

推進員は 43 人、任期は 2 年です。 

平成 24 年度の「廃棄物減量等推進員」の活動は会議を平成 24 年 9 月 27 日に

実施しました。 

会議では平成 23 年度ごみ処理実績の報告、ごみ収集体制の変更について協議

しました。 

 

 

                                            

 

                                                          

 

 

 

 

詳細について 

 

現在、推進員は 43 名おりますが、市内各町会及び各商栄会等より推薦をいただ

いた方々を市長が委嘱しています。 

詳しくは環境課ごみ対策係へ 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 廃棄物減量等推進審議会 

事業番号 25 

開始時期 平成 5 年 7 月 1 日 

事業のスタイル 市事業 

構成メンバー 市民の代表、学識経験者等 8 人                        担当：環境課 

事業の内容 廃棄物減量等推進審議会 

一般廃棄物の減量及び再利用の促進等に関する事項を審議するための市長の

付属機関、委員の任期は 2 年、市民の代表、学識経験者等 8 人 

【審議内容】 

（１） 一般廃棄物の処理の基本方針に関する事項 

（２） 廃棄物の減量及び再利用の促進に関する事項 

（３） その他市長が必要と認める事項 

 

「廃棄物減量等推進審議会」の開催 

平成 24 年 10 月 5 日、10 月 16 日、平成 25 年 1 月 31 日 

「ごみ収集体制の変更」について、市長より諮問を受け、協議し答申しました。 

 

                              

                                          審議会の様子 

 

 

 

 

答申の提出 

 

 

 

 

 

詳細について 詳しくは環境課ごみ対策係へ 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 花いっぱい運動  福生スクラム・マイナス 50%協議会事業 

事業番号 26          

開始時期 平成 2 年度 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー 福生グリーンクラブ、農業委員会、福生市              担当：環境課 

事業の内容 福生市では平成 2 年度から年 2 回、春と秋に多くの市民が楽しめるよう、

街角、通学路、公園、広場等に町会・自治会等の市民や農業者を中心とする

ボランティアによる花の苗（サルビア、パンジー等）の植栽を行い、緑化と美化

を進めています。 

また、福生スクラム・マイナス 50 パーセント協議会の事業として、花いっぱ

いコンテスト(春・秋)を実施しています。 

《平成 24 年度の取組み》 

①花いっぱい運動事業(春)  実施期間 5 月 10 日～6 月 2 日 

花の配布数  サルビア 16,300 株  マリーゴールド 18,700 株 

参加団体 96 

主な団体 町内会、商店街、体育館、図書館、市民会館、公民館、保育園、

幼稚園、小中学校、農業者、商工会、市内事業者など 

②花いっぱい運動事業(秋)  実施期間 11 月 7 日～11 月 30 日 

花の配布数  パンジー及び ビオラ 30,900 株  葉ボタン 6,790 株 

参加団体 100 

主な団体 町内会、商店街、体育館、図書館、市民会館、公民館、保育園、

幼稚園、小中学校、農業者、商工会、市内事業者など 

                        

詳細について 

 

環境課環境係までお問い合わせください 
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                             3 章 今年度の現状と取り組み（目標に対する結果） 

 

事業名 花いっぱい運動（国道 16号・やなぎ通り） 

事業番号 27 

開始時期 平成 22 年 5 月 

事業のスタイル 協働事業 

構成メンバー ふっさ花とみどりの会、ボランティア、福生市            担当：環境課 

事業の内容 平成2年から実施している花いっぱい運動を発展させるため、花とみどりの

会が提言し、行っている花いっぱい運動です。平成 21 年度末にやなぎ通りに

設置したプランターと 16 号のハナミズキの植樹ますに、春はセンパベゴニア、

秋はビオラを植えました。植栽にはやなぎ通り沿いでボランティアにご協力く

ださっているご家庭と店舗の方、国道 16 号の横田基地前商店街連絡協議会

の方が参加しています。 

今後、福生のメイン通りである国道 16 号とやなぎ通りをフラワーロードとす

るため、市民を中心に植栽を進めていきます。 

 

 

植栽（春） 

1 センパベゴニア 

 やなぎ通り     880 株 

 国道 16 号     848 株 

 

  植栽（秋） 

1 ビオラ 

 やなぎ通り    1100 株 

 国道 16 号     848 株 

 

詳細について 

 

環境課環境係へご連絡ください。 
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